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										破滅へのカウントダウンから世界を救うべく、元凶たる《グリモワール》内の仮想世界へとダイヴした颯太と親友ギルガメス。孤独な戦いの果てに颯太が辿り着いたのは《第83462仮想世界》――死亡フラグに怯える自分を癒やしてくれた少女達と過ごした、あの懐かしい場所だった。心ならずも去った日々が再び始まり、順調に時は過ぎてゆく……進級、出会いと別れ、後輩の登場――喪われたはずの毎日が颯太を満たすにつれ、次第に颯太は《現実世界》に生還する意欲を失っていく……この仮想世界には「彼女」がいないのに、だ!!　そして迎えた卒業式当日、颯太に巻き起こった驚愕の出来事とは……!?　史上最高最大のクライマックス、シリーズ最終第16巻！

										
											

											

										

									

								

								
									
										

										

									

									
										

										「フラグ」－－－それは人生の岐路において立つ、大切な選択肢。
あることがきっかけで他人の頭の上に「フラグ」が見えるようになった少年・旗立颯太はそれゆえに他人と距離を置いてきた……。
しかし他人を遠ざけるがゆえに、彼の周囲にはそれをいぶかしむ美少女たちで賑やかな状態に！　
男子寮が見てみたいとせがむ彼女たちを仕方なく連れて行くが、なんとそこは廃墟同然。彼しか入居者がいないと聞いた彼女たちは、一緒に住むと言い出して……!?　
彼が見る「フラグ」の意味とは一体?　はたまた、ひとつ屋根の下での共同生活はどうなっちゃうの!?

										
											

											

										

									

								

								
									
										

										

									

									
										

										「フラグ」－－－それは人生の岐路において立つ、大切な選択肢―他人の頭上の「フラグ」を見て操る能力を持つ少年・旗立颯太。
彼のいる「クエスト寮」は男子寮のくせにとびきりの美少女5人が住まうという、なんとも羨ましい所だ。その寮に突然の廃止通告が!!
廃寮回避を訴える颯太達に示された条件は「クエスト寮生が体育祭で活躍し、MVPチームと認定されること」。
助っ人として新たな美少女達も入寮し更にけしからん雰囲気溢れるクエスト寮。風変わりな種目てんこ盛りの学園名物体育祭週間で活躍し、寮を守ることはできるのか？そして物語は新たなステージへ！
大人気イチャコメ待望の第2巻登場!!

										
											

											

										

									

								

								
									
										

										

									

									
										

										他人の頭上にそびえる「フラグ」を見て操る能力を持つ旗立颯太。
彼の通う旗ヶ谷学園の恒例行事・臨海＆林間学校が始まった。
海組と山組のそれぞれに分かれるという悲喜こもごもがあったものの、青春の一大イベントにクエスト寮女子メンたちの期待はＭＡＸだ。
一方、臨海にも林間にも強制参加させられた颯太は昼は苦手な水泳特訓にスイカ割り、夜は山組含む女子のお部屋に強行突入したり麦わらの美少女を追いかけたりとこれまた大忙しで～新キャラ登場によりフラグをめぐる謎は更に深まりつつ、夏の嬉しいハプニング満載の大人気イチャコメ第3巻!!

										
											

											

										

									

								

								
									
										

										

									

									
										

										待望の夏休み突入!　帰省する場所がない旗立颯太は、菊乃、次いで茜の実家にお邪魔することになった。結局そこには凜や恵や鳴たちも合流。お馴染みのクエスト寮メンバーによる、遊園地あり花火ありラッキースケベもついてくる大騒ぎの夏休みが始まった。だがそこには菜波の姿が無い!?　故国へ帰省中のため「颯太くんとの♥夏休み」に加われない菜波を案じた茜の計らいで、一行は菜波の国・ブレードフィールド公国へと飛び立った！　彼の地では颯太を宿命的な出会いが待っていた～菜波の妹・白亜、そして七徳院の“No.0”～さらには公国内部に蠢く謀略に巻き込まれ、颯太は新たな“力”に目覚めていく！　人気イチャコメ待望の第4巻、物語は次なるステージへ!!

										
											

											

										

									

								

								
									
										

										

									

									
										

										学園祭の季節がやってきた！　一週間ぶっ続けで行われる旗ヶ谷学園最大のお祭りに、菜波や颯太や茜たち１年F組は「焼きそばお化けメイド喫茶」なる奇っ怪な模擬店を企画。一方クエスト寮の催しは〈演劇〉――新転校生・白亜執筆の脚本はラブシーン満載、その相手は全て颯太という超展開だが、ヒロイン役の女子達の期待はＭＡＸに!?　徹夜の泊まり込み準備はじめ非日常の連続にずっとこんな毎日が続けと誰かが念じたかはさておき、学園祭初日の華「ミス旗ヶ谷コンテスト」にも、美少女揃いのクエスト寮女子メンみんなが出場することになりさらに大忙しの颯太。だがその影で彼を取り巻く《事態》も静かに進捗しつつあった！　大人気イチャコメ夢の学園祭編突入!!

										
											

											

										

									

								

								
									
										

										

									

									
										

										いよいよ学園祭開幕。颯太達1年F組の「焼きそばお化けメイド喫茶」も出だし好調の様子。そのかたわら茜や凜達は、ここぞとばかりに颯太との学園祭デートを目論む。結局みんなと一緒に学園祭を巡ることになる颯太――その途中で遭遇した謎の美少女は、国民的アイドル・吟遊院芹香だった！　学園祭ライブ前日にお忍びで訪れた芹香には、実は颯太との浅からぬ因縁があって……!?　その芹香の狂熱のライブ、学園一武闘会に舞踏会、超宝探し等々超特盛りイベントを経て、クライマックスともいうべきクエスト寮メン総出演の舞台「ロミオとジュリエット」が始まった。だがその開演は波乱と謎を孕んだ大いなる転換点でもあったのだ!　大人気イチャコメ夢の学園祭後編登場!!

										
											

											

										

									

								

								
									
										

										

									

									
										

										季節は巡り暦の上では12月。誰もが心躍る聖なる祝宴『クリスマス』が近づいているのだ――クエスト寮メンは当然みんなその日を心待ちにしていたが、旗ヶ谷学園ではなんと『クリスマス』は禁忌であり、すべてのクリスマスに関わる行為は厳重に禁止されていた！　この状況に納得できない茜をはじめ、寮のメンバーは学園に『クリスマス』を取り戻すべく危険を冒して行動を開始する――なぜ学園から『クリスマス』は失われたのか？その謎を巡る冒険を通じて颯太達が出会った《真実》こそが、颯太の運命を次のターンへと誘う鍵であった！　そして新加入の芹香をはじめ、颯太とクエスト寮メン達との〈関係〉にも大きな変化が!?　大人気イチャコメ疾風怒濤の聖誕祭編!

										
											

											

										

									

								

								
									
										

										

									

									
										

										衝撃の聖夜を過ごした颯太と菜波。だが二人の様子がおかしいと気づいた茜たちの策のおかげか、颯太と菜波は再び元の関係に!?　同様に颯太と菊乃も《姉弟》の絆をさらに深めたようで、白亜に芹香に凜たちみんな、それぞれが“○○らしく”やらかしつつも何とか無事年越しを迎えた。年が明け初詣ついでにそれぞれの実家に挨拶回り。その際の茜の実家での《事件》をはじめ、清々しいほど騒々しいクエスト寮メン揃っての冬休みは期待通りのお祭り騒ぎ連発であった。一方、その渦中で美森の母と対面した颯太。彼女こそが颯太に関わる巨大な《謎》に最も近い存在であるらしい!?　――華やかな出来事の背後で忍び寄る最大の危機。運命の疾風吹き荒れる怒濤の年末年始編!!

										
											

											

										

									

								

								
									
										

										

									

									
										

										2月14日、聖バレンタインデー。茜や鳴たちクエスト寮女子メンは颯太に渡すチョコに思いをはせ、乙女の決戦の到来を待ちわびていた――しかし当日、誰もいないクエスト寮にただ一人、颯太の姿が！?　女子全員の部屋のドアノブに、直接手渡すことの出来なかったチョコを下げていく颯太……伝えられなかった大きく重いメッセージと、限りない感謝の思いを込めて――避け難い運命の奔流が颯太を飲み込み、ついに動き出す！　ようやく明かされる《賢者の石》の正体、そして《世界の真理》とは？ 屹立する巨大な《死亡フラグ》を打ち破り、途方もなく強大な敵に孤独な戦いを挑む颯太は生き残り、彼女たちの元に戻ることはできるのか!?　空前絶後の急展開、第9巻登場!!

										
											

											

										

									

								

								
									
										

										

									

									
										

										世界の存亡を懸けた《天使》との戦いを、自らの《死亡フラグ》によって勝利に導き、旗立颯太は《現実世界》に帰還した――クエスト寮のみんなと過ごした日々の記憶を携え、舞い戻った世界でも旗ヶ谷学園に入学した颯太。茜や菊乃に恵達、懐かしい人々と再び同じクラスになり、学園生活を再開した頃、突然あの『ブレードフィールド公国』から招請が届く―― 彼の地で再会した菜波、行方不明の幼馴染みに生き写しの少女・眞奈花との出会いが、王子たる旗立颯太・ブレードフィールドにもたらす運命とは？　そしてフラグ可視操作能力を喪った颯太は新たな試練をどう戦い抜くのか？　激動の第２部ここに開幕!!

										
											

											

										

									

								

								
									
										

										

									

									
										

										「天界」による、ブレードフィールド公国への攻撃から辛くも逃げ延び、日本へ戻った旗立颯太。故国を追われ寄る辺なき身となった颯太が戻る所は、あの「クエスト寮」――仮想世界での再建前と同じ荒廃したままの懐かしい場所にて、再会なった菜波、月麦、駄メイド・眞奈花との生活が始まった。家出してきた茜も合流し寮の再建も進み、以前と同じような日々が過ぎる頃、かの七徳院の支配者・No.0が颯太達の前に傷ついた姿で現れた！　月麦の勧めもあって旗ヶ谷学園に編入したNo.0は、意外な素顔を見せ始め……そんなある日、ついに颯太は英雄崎凜と再会する。しかし現実世界での凜には驚きの秘密があった!?　 第2部突入の『がをられ』ワールド11巻登場！

										
											

											

										

									

								

								
									
										

										

									

									
										

										『クエスト寮』は再建され、フラグ可視操作能力をも取り戻した旗立颯太。そこに元七徳院No.1・ミーロワースが現れた。体育教師として旗ヶ谷学園に逃げ延びた彼を加え、月麦や神楽とともに『ブレードフィールド公国亡命政府』が誕生する――折しも学園に再び《体育祭》の季節が到来。颯太はとあるきっかけから、忍者林瑠璃と命を賭した約束を果たさねばならぬことに。その約束とは《クエスト寮としての体育祭MVP獲得》だった！　仮想世界の時と異なり戦力大幅ダウン状態のままいざ体育祭が開幕。復活した芹香や颯太同様フラグを扱う力を持つ凜たちの助力は得たものの、颯太たちは再びMVPをつかめるのか!?　『がをられ』今ひとたびの体育祭編第12巻登場!!

										
											

											

										

									

								

								
									
										

										

									

									
										

										仮想世界での天使との最終決戦を共に戦い抜いた大名侍鳴。現実世界で旗立颯太と再会を果たした鳴は、あろうことか七徳院の新《No.0》であった。しかし密かに颯太の身を案じているようで――折しも旗ヶ谷学園は修学旅行の真っ最中。目的地の京都にて、古都にふさわしいのかふさわしくないのか全くもって不明な騒動を巻き起こす茜や菜波や菊乃に恵、さらには神楽や鳴までもが……!?　京都での驚きの《再会》と《出会い》を経て、クエスト寮メンは第二の修学旅行先・パリへ向かう。花の都でまたもや颯太達を追い詰める強大な敵、現れた意外な味方、そして「旗ヶ谷学園に危機が迫る」という《グリモワール》の予知の真偽は!?　波乱の二都物語を描く第13巻登場!!

										
											

											

										

									

								

								
									
										

										

									

									
										

										イベントてんこ盛りっぷりに定評ある旗ヶ谷学園に、水泳大会の季節が到来した。仮想世界にいた頃の体育祭を思わせるおかしな種目がずらりと揃う祭典で、クエスト寮の皆さんに水着選びから競技のペアまでつきっきりの颯太――珍しく平穏な日々が続く一方、「世界の終わりが迫る」というグリモワールの予言を受けての、クエスト寮地下の探索は進んでいた。暗い地下洞穴にて《亡命政府》のメンバーが見つけたもの、同行した凜に降りかかった重大な危機……そして過去生の夢を見るようになった颯太に忍び寄る恐怖、仮想世界での記憶を取り戻した菜波の想いは何処へ!?　故国奪還のため、颯太王子は《天界》支配下のブレードフィールド公国へ――躍動の14巻登場!!

										
											

											

										

									

								

								
									
										

										

									

									
										

										『栄光の神竜兵団』を率いて、故国を「天界」～異世界の侵略者から奪還したブレードフィールド公国王子・旗立颯太。国を挙げての祝祭が続く傍ら、再び現れたサクラメントの導きにより、自らの封印された過去と対面する。解き明かされる出生の秘密、《仮想世界》で颯太を学園へ誘った男の想い～あの日自らを縛った運命の真実とは!?　そして旧世界以来の強敵・ギルガメスと剣を交えた颯太は、運命を自在に操る《神竜》の能力に完全覚醒する。しかしその戦いは、来たるべき真の最終決戦への序章に過ぎなかった……「この世界には、守りたい人達がいるんだ」愛すべき人たちの住まう世界を守り抜くため、颯太が選んだ危険な手段とは!?　怒濤の夏休み編第15巻登場!

										
											

											

										

									

								

							

						

					

				

				
					
						

						

						
							
							
						

					

				

			

			
				

				
						
	
	
	


				

			

			

		

	

	
		
			
		

		
			
		

		
			
		

		
			
		

		
			
		

	

